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当出張所は、道路を安全に利用できるよう、路面や照明等の補修・清掃、除草、除雪作業等を行っています。
安全に道路を利用していただけるよう、引き続き維持・管理を行っていきます。

令和3年１２月発行

除雪出動式を開催しました
～安全な雪道を目指します～

令和３年１１月２４日、冬期の安全・安心な交通確保に向けた除雪作業を開始するにあたり、
伊達防災ステーション（伊達郡桑折町地内）において、「除雪出動式」を行いました。
今冬の除雪作業に一丸となって取り組み、安全に走行いただけるよう努めて参ります。

冬用タイヤの装着はお早めに！！
～雪道の走行にご注意ください～

初冬期は、冬用タイヤの未装着によるスリップ事故や、坂道を
登れない車両による交通障害が発生しやすくなっております。
気象条件等により路面状況が刻一刻と変化しますので、お車で

移動の際は時間にゆとりをもった安全走行にご協力願います。

過去の除雪時の様子

福島国道維持出張所除雪体制
～除雪機械１７台設置～

凍結抑制剤散布車 ４台 除雪グレーダ ３台
ホイールローダ ３台 除雪トラック １台

小型除雪機 ６台
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※道路の異状に関する情報提供先は
道路緊急ダイヤル
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国道４号特殊車両取締りを実施
～道路の保全、交通の危険防止にむけて～

10月18日、国見町の現場（福島国道管内橋梁補修工事）にて、受注者である（株）小野工業所担当者様の
指導による高校生の現場実習を行いました。
現場実習では、施工内容と工事の目的についての説明の後、水準測量及び基準点の確認や安全管理につい
て学んでいただきました。実際に電子レベルトータルステーションの測量機器に触れ、現場の地形を考えながら
電子レベルの設置箇所を考えたり、トータルステーションの事前データ登録により測量が効率よく行えることを体
感してもらいました。

実習生の皆様からは、「学校での測量と比較し、現場での測量は地形に合わせて測量機器の設置箇所を考え
ながら作業を行わないといけないこと、
また事前データを登録しておくことで効率
よく作業に取り組めることが体験出来た」や
「誘導員の配置により安全に作業ができる、
作業に集中できることを体感できた」などの
感想がありました。

高校生による現場実習を行いました

１１月１日に国見町石母田地内（国見パーキング下り）において、福島北警察署 桑折分庁舎の協
力のもと、特殊車両の指導取締りを実施いたしました。当事務所では、特殊車両の通行許可が適切
に履行されているか指導取締りを行っています。
今回の取締りでは、特殊車両計６台に対して「許可書」の確認や指導を行いました。
そのうち違反車両は２台あり、警告と指導を行いました。

左記の表の限度を１つでも超える車両は「特殊車両
通行許可」が必要になります。申請は忘れずに行って
いただくようお願いいたします。

※一部抜粋


